























れる、生計を目的としない、パートタイムの私的な集団 j と定義し(2 )、その





















































































































































「私 Jと「公 j という区分からすれば、文の筆者たちの関心の中心となって


























もならないですもの明るく明るく笑って暮らす事に致しましょう J [ 14号， 19 
84] 。
ふたつの文では、 f明るさ J r楽しみ J r喜びj といった、いわば情緒的明



















































































懇親会に移り、歌や蹄又経験話等で楽しい一自を過ごします JI 9号， 1981] 0 
f毎月十五百に神社清掃後、研修センターで、老人クラブ信条朗読、いかに
楽しく健壊でいられるかを話し合いし、茶話会後うたや踊り、輪投をやり面自























































































































自常生活安定 的世代への奉仕 感謝心の養成 日常生活安定
の外的条件 の内的条件
































































[18号， 1986] 0 
f…向じ年寄り仲間違とお茶を飲み、にぎやかにおしゃべりして一日中クロツ





















「世事忘れ和気合々と競じ合う老らクロッケーに幸を見出だす J[12号， 1983] 
「クロッケ一年を忘れし秋の暮れ J115号， 1984] 
「ボケ老にならざりしとぞクロッケー J[16号， 1985] 
「ク口、ソケー怠白くして声はずむ J[18号， 1986] 
「また一つフープを通す度ごとに苦労の歩み忘れてはしゃぐ





















引用文にある、 「健康を約束する J r集って菜、しく笑って長寿と健鹿を額って J
といった表現に注目するならば、クロッケーに参加するその場において、健康
にかんする不安が解消される、という心理的効果がみとめられる。すなわち、








































































ラブの人々の心情と行為には、 「近代産業社会の価値の総体 J(27 Iを問いなお
す、ひとつの契機が含まれている(2 B )。
どま主
















にする o なお、 「… Jは、中略の意味である。 r/ Jは改行の意味であ
る。菌有名詞は、原員IJとしてアルファベットで表わす。第21号の「老人





「桜村Jは現在では近隣町村とともに「つくば市 j となっている o つく
ば市誕生後の老人クラブの変化にかんしては、他の機会に検討したい。
( 2) [綾部， 1988: 6-7 J。綾部は、自律的な個の任意的な結び付きという
合意をもっ“ボランタリー・アソシエーション"よりもさらに包括的な
集団概念として、 “約縁集団"という概念を提唱している。なお、老人
クラブも約縁集団にふくまれる[綾部， 1988: 216-21 7 J。
( 3 )柳川魯ーによれば、 r<議>は、 「仲間」をっくり出す場である。日本
の集団一般において、非公式的なグループは必要であるが、<諸>はそ
れに密接に関連している J [柳川. 1987: 70 ]。
( 4) [我妻， 1981:586-590J。我妻によれば、 「客観的あるいは外的準拠枠j
と豆別される「主観的内的準拠枠」は、意識的経験に提示された現象界
のみに限定して考えられるべきではない[我妻， 1964:35-38J。
( 5) [湯浅， 1981: 586-590 ]。大貫も、日本人が来世よりも現実の生活を重
捜していることを指摘している[大貫， 1985:103-104;206J。
( 6) [大貫， 1985: 118-137 J。大震は、 「水子供養 j の現象にかんして、水
子は多義的象徴であり、これを通じて多数の女性がさまざまな慎悩を表









( 8 )この政治意識の面においても、 「私生活のもとでの政治意識のきわめて
両義的な性質J [宮島， 1983:170Jとの類似がみられる。
( 9 )浜臼は、人間関係のありかた(r根源、的な人的連関 J)としての「間柄」
概念と、自己認識のありかた(r人間モデル J)としての「間人」概念
との結びつきを指摘している[浜口， 1982:12]。プラースにも同様の
指摘がみられる [Plath， 1980=1985:313-321 J。
( 10)幸福の外的条件と内的条件の区分は、湯浅の議論に示唆をうけている
[湯浅， 1989:232-238J。



























































ある一日の行楽であった J [15号， 1984] 0 
( 15) r由復J r向上Jという在分は、湯浅 [1986:39-41]による、心理療法
と隈想法との基本的考え方の違いについての議論に示唆をえている。



























































まに o 蛇足の点ご寛容を乞う。 J



































































































( 26) [副回， 1975J， [瀬沼， 1984]。
(27) [上野， 1986:136J。産業社会の支配的価値が、老年の生き方にネガテ
ィヴな影響をもたらしていることを、複数の論者が指摘している[井上，
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